
藤田建設工業 棚倉町

莱

蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴

蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲

高
品
質
で
信
頼
築
く

藤
田
社
長
に
企
業
理
念

や
主
な
業
務
内
容
を
聞
い

た
。

◇

◇

「
仕
事
は
仕
事
で
と
れ
」

が
社
是
で
あ
り
、
社
員
が

受
け
継
ぐ
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
も
あ

り
ま
す
。
い
い
仕
事
、
品

質
の
高
さ
こ
そ
が
次
の
仕

事
、
そ
し
て
信
頼
へ
と
つ

な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

企
業
と
し
て
地
域
の
方
と

手
を
携
え
、
前
へ
進
む
の

が
わ
が
社
の
方
針
で
す
。

特
に
住
宅
事
業
「
ｅ
．

ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
」
で
手
掛
け
る

「
こ
づ
ち
の
い
え
」
は
地

元
の
大
工
や
左
官
、
建
具
、

塗
装
、
瓦
の
職
人
さ
ん
の

技
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
工
業
製
品
で
は
な
く
、

よ
り
多
く
の
人
の
手
が
加

わ
っ
た
物
こ
そ
、
本
当
の

建
設
業
の
在
り
方
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
新
し
い
経

済
の
流
れ
も
生
ま
れ
ま

す
。太

陽
光
発
電
に
し
て

も
、
パ
ネ
ル
を
載
せ
る
架

台
に
地
元
産
ヒ
ノ
キ
の
間

伐
材
を
活
用
し
、
職
人
の

手
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
売
電
収
入
の
一
部

を
何
ら
か
の
形
で
子
ど
も

た
ち
へ
還
元
す
る
仕
組
み

づ
く
り
も
検
討
し
て
い
ま

す
。さ

ら
に
地
元
の
木
材
を

活
用
し
た
建
築
材

Ｗ
Ｏ

Ｏ
Ｄ
．
Ａ
Ｌ
Ｃ

ウ
ッ
ド

Ａ
Ｌ
Ｃ

を
推
奨
し
て
い

ま
す

県
南
地
方
は
良
質

な
産
地
で
す

木
材
に
付

加
価
値
が
付
け
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す

バ
イ
オ
マ
ス
も
大
き
な
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す

地
域
が
豊
か
な
暮
ら
し

を
続
け
ら
れ
る
未
来
を
つ

く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

藤田社長に聞く
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企
業
理
念
な
ど
を
語
る
藤
田
社
長

事業部
吉田部長に聞く

莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨
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こづちのいえの概要を

説明する吉田統括部長

本
物
の
い
い

追
求

同
社
ｅ
．
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
事

業
部
の
吉
田
博
文
統
括
部

長
に
、
こ
づ
ち
の
い
え
の

概
要
を
聞
い
た
。

◇

◇

弊
社
は
住
宅
事
業
を
手

掛
け
て
四
十
年
以
上
に
な

り
ま
す
。
関
連
企
業
の
住

宅
部
門
を
統
合
し
、
技
術

者
が
集
ま
っ
て
平
成
十
七

年
に
ｅ
．
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
が
誕

生
し
ま
し
た
。
本
当
の
い

い

を
追
求
し
た
答
え
が

こ
づ
ち
の
い
え
で
し
た
。

こ
づ
ち
と
は
、
木
と
土

を
意
味
し
、
自
然
素
材
１

０
０
％
で
仕
上
げ
て
い
ま

す
。
土
台
と
柱
に
八
溝
山

の
ヒ
ノ
キ
を
使
用
し
、
火

山
灰
シ
ラ
ス
の
塗
り
壁
を

標
準
仕
様
に
し
て
い
ま

す
。
長
い
年
月
が
た
て
ば
、

荒
廃
す
る
人
工
物
の
住
宅

に
対
し
、
こ
づ
ち
の
い
え

は
深
み
の
あ
る
風
合
い
が

出
て
き
ま
す
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
不
要
な
上
、
室
内

で
空
気
中
の
有
害
物
質
を

吸
着
・
分
解
す
る
効
果
が

あ
り
、
空
気
清
浄
機
が
い

ら
な
い
の
も
特
長
の
一
つ

で
す
。

い
い

は
理
屈
抜
き

で
、
見
て
、
触
っ
て
、
心

地
よ
い
と
直
感
で
分
か
る

も
の
で
す
。
さ
ら
に
心
地

い
い
空
間
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
シ
ラ
ス
壁
の
高
千

穂
と
鹿
児
島
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
と
と
も
に
蓄

す

る
内
装
塗
壁
の
研
究
開
発

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
づ
ち
の
い
え
は
「
風
」「
水
」

「
土
」
「
木
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
住
宅
全
体
に
自
然
の
恵
み

を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
構
造

に
な
っ
て
い
る
。

屋
根
は

く
な
ら
な
い
「
陶

器
洋
瓦
」
を
使
用
し
、
そ
の
下

に
遮

性
の
あ
る
通
気
層
を
設

け
て
い
る
。

断

工
法
は
外
注
で
は
な

く
、
自
社
施
工
に
こ
だ
わ
る
。

水
で
発
泡
し
、
空
気
99
％
で
で

き
た
次
世
代
の
断

材
「
ア
イ

シ
ネ
ン
」
を
採
用
し
て
い
る
。

ア
イ
シ
ネ
ン
は
高
断

、
高
気

密
。
例
え
れ
ば
、
新
型
の
ス
ポ

ー
ツ
ウ
エ
ア
の
よ
う
に
、
蒸
れ

な
い
程
度
に
内
外
の
水
蒸
気
を

通
気
さ
せ
る
。
隙
間
な
く
密
着

し
、
構
造
材
が
揺
れ
て
も
剝
が

れ
る
こ
と
は
な
く
、
地
震
や
台

風
の
災
害
に
も
強
い
。
一
生
涯

断

性
能
を
保
証
す
る
。

さ
ら
に
外
観
を

呼
吸
す
る

壁

と
し
て

塗
り
壁
の
材
料
に

火
山
灰
シ
ラ
ス
を
使
う

静
電

気
が
壁
の
表
面
に
帯
び
な
い
た

め

ほ
こ
り
や
汚
れ
を
寄
せ
付

け
な
い

二
十
五
年
間
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
不
要
と
し
て
い
る

土
台
、
柱
は
全
て
通
常
よ
り

太
い
四
寸
角
の
国
産
ヒ
ノ
キ
で

組
む
。
使
う
部
分
は
「
芯
持
ち

材
」
で

強
度
が
あ
り

耐
久
性

に
優
れ
る

ま
た

同
社
で
推
奨

す
る
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
導

入
す
る
顧
客
も
増
え
て
い
る
。

自然素材で災害対応

白河市のモデルハウス

自社施工の断 材アイシネン

関
辺
太
陽
光
発
電
所
の
送
電
開

始
式
に
臨
む
藤
田
社
長
（
左
か

ら
３
人
目
）

３
月

県内外26カ所に計画

東
日
本
大
震
災
の
発
生
以

降
、
藤
田
建
設
工
業
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
着
目
し
、
グ

ル
ー
プ
を
挙
げ
て
太
陽
光
発
電

事
業
に
乗
り
出
し
た
。

発
電
所
は
白
河
市
と
栃
木
県

那
須
塩
原
市
、
棚
倉
町
で
計
二

十
六
カ
所
。
出
力
は
合
わ
せ
て

約
十
二
㍋
㍗
に
上
る
。

こ
の
う
ち
、
グ
ル
ー
プ
会
社

で
つ
く
る
合
同
会
社
ひ
か
り
の

里
が
白
河
市
関
辺
に
建
設
し
た

「
関
辺
太
陽
光
発
電
所
」
は
三

月
に
送
電
が
開
始
さ
れ
た
ば
か

り
。
四
・
五
㌶
の
土
地
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
約
九
千
五
百
五
十
枚

を
設
置
し
、
そ
の
架
台
に
は
地

元
ヒ
ノ
キ
材
を
使
用
し
た
木
製

架
台
を
自
社
で
開
発
し
採
用
し

た
。
発
電
量
は
一
般

庭
七
百

三
十
世
帯
分
の
年
間
使
用
量
に

相
当
し
、
東
北
電
力
に
売
電
し

て
い
る
。

ま
た
、
藤
田
建
設
工
業
は
白

河
市
の
き
つ
ね
う
ち
温
泉
健
康

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ

た
バ
イ
オ
マ
ス
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー

の
設
置
に
関
わ
っ
た
。
グ
ル
ー

プ
会
社

シ
ー
ズ

で
は
、
ペ
レ

ッ
ト

固
形
燃
料

の
材
料
を
つ

く
る
事
業
を
予
定
し
て
い
る
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藤田建設工業（昭和25年創業、本

社・棚倉町、藤田光夫社長）は、県

産木材を中心とした資源を有効活用

し、再生可能エネルギーの導入を積

極的に推進している。「未来環境創

造企業」の理想を掲げ、自然の資本

を生かした事業展開によって地域経

済を循環させる新たな仕組みづくり

を目指している。信頼され、地域と

ともに歩もうとする経営理念が同社

の根幹にある。社員の高い志と技を

詰め込んだ住宅「こづちのいえ」も

受注の拡大を続ける。県内で存在感

を増す同社の今の姿を紹介する。

鉄骨組み合わせ
準耐火構造認定

藤
田
建
設
工
業
は
、
建
築
材

「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
．
Ａ
Ｌ
Ｃ
（
ウ
ッ

ド
Ａ
Ｌ
Ｃ
）
」
の
導
入
を
進
め

て
い
る
。
地
元
木
材
の
利
活
用

を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
、

鉄
骨
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
構
造
を
工
法
に
掲
げ

る
。
現
在
、
棚
倉
町
丸
内
に
三

階
建
て
の
共
同
住
宅
「
シ
ー
ズ

ハ
イ
ツ
丸
内
」
を
建
設
す
る
。

ウ
ッ
ド
Ａ
Ｌ
Ｃ
は
幅
百
二
十

㍉
の
木
材
を
一
方
向
に
集
積
し

た
集
成
材
。
強
度
が
あ
る
上
、

昨
年
九
月
に
国
か
ら
準
耐
火
構

造
の
認
定
を
受
け
、
建
築
材
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
同

社
と
県
内
の
建
設
業
者
な
ど
三

社
が
二
月
、
共
同
で
県
Ｗ
Ｏ
Ｏ

Ｄ
．
Ａ
Ｌ
Ｃ
推
進
協
議
会
を
立

ち
上
げ
た
。
藤
田
社
長
が
事
業

管
理
者
を
務
め
る
。
三
月
に
行

政
機
関
の
担
当
者
ら
に
共
同
住

宅
の
現
場
を
公
開
し
た
。

同
社
は
ウ
ッ
ド
Ａ
Ｌ
Ｃ
を
取

り
入
れ
た
災
害
公
営
住
宅
の
提

案
を
視
野
に
入
れ
る
。
施
工
期

間
の
短
縮
を
目
指
す
と
と
も

に
、
大
学
と
連
携
し
て
室
内
の

床
に
伝
わ
る
音
響
の
実
証
試
験

な
ど
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い

る
。
藤
田
社
長
は
「
（
ウ
ッ
ド

Ａ
Ｌ
Ｃ
は
）
建
築
材
と
し
て
は

折
り
紙
付
き
。
木
本
来
の
柔
ら

か
さ
や
、
ぬ
く
も
り
が
あ
り
、

景
観
の
良
さ
に
も
つ
な
が
る
」

と
話
し
た
。

ウッドＡＬＣを活用して

建設中の共同住宅＝３月


